



























































Point.	—Focusing	 on	 junior	 high	 school	
students.—
















































































































































































































































































































33.2cm C 管 c2-g4 
  
アルトリコーダー 47.7cm F 管 f1-g3 
 
  
テナーリコーダー 64.4cm C 管 c1-d3 
 
  





 【表 1】 リコーダーの種類と音域 
－176－
期の必須事項であるドレミファソの運指を早く定着
させ、ソプラノリコーダーの運指から脱却させるこ
とに成功した。
【写真2】　アルトリコーダーの授業風景
【写真2】の授業風景は筆者が教室前方（左上）
のピアノを用いてリコーダーで演奏するべき音を示
し、生徒がリコーダーでその音を吹きながら運指を
確認している風景である。
筆者の9年間の教育研究により、アルトリコーダー
の技能習得速度が読譜力と密接に関係していること
も明らかになった。
中学校音楽の器楽領域の教科書では【表1】に掲
載したような実音表記ではなく、1オクターブ低く
表記している。これは高音部の下線表記による読譜
難度を緩和する目的がある。アルトリコーダーの導
入期では、0番から3番までの穴をふさぐことで演
奏できる左手のみの運指による《喜びの歌》や《かっ
こう》などを取り上げる。このような楽曲はドレミ
ファソのみで作曲され、一見すると非常に簡単であ
る。しかし、読譜が苦手な生徒にとっては、小学校
で慣れ親しんだソプラノリコーダーとは異なる楽器
で、新たに楽譜を読んで演奏しなければならず、大
変困難な活動に思えるのである。歌唱活動では優秀
な成績で音楽が得意であると思われる生徒がリコー
ダー演奏では不得手となることが多々生じた。これ
は、歌唱活動では耳で音を聴き、歌詞を見ながら歌
うことで音楽を習得していたことを示している。ア
ルトリコーダー演奏には歌詞がなく、五線譜から音
符を読みリコーダーの運指を考え息を吹き込んで演
奏しなければならない。読譜力がアルトリコーダー
の習得の第一関門になり、苦手意識の原因となって
いたのである。そのため授業では読譜を徹底するこ
とが、演奏の際の運指を考える前に重要となる。
リコーダー演奏は、楽譜を読み、リコーダーの運
指を考え、息をコントロールしながらリコーダーを
奏するという3つの要素を行わなければならない。
読譜力はアルトリコーダーの習得に不可欠であるた
め、固定ド唱法により演奏する楽曲を反復して歌唱
することが、円滑な技能習得に効果を発揮した。
さらに読譜を苦手とする生徒には、楽譜に音名を
記入させ、誤りがないかどうか教師が確認するなど
の支援が重要である。
【写真3】　ピアノを使用してアルトリコーダーの音
程と運指を確認している様子
4．運指定着の効率化
アルトリコーダーの運指はバロック式のため、ソ
プラノリコーダーよりも難易度が高いことは前述の
通りである。運指について、筆者は様々な方法を試
みた。
①運指表を用いた音階練習
音階練習はある程度の効果を発揮したが、中学生
には音階練習で使用した運指を楽曲演奏と関連付け
ることが困難であった。
②楽譜に音名をカタカナで書き入れる
読譜の項で述べたが、読譜ができることとアルト
リコーダーの運指を正しく実践できることはメカニ
ズムが異なっていることが明らかになった。読譜が
できても塞ぐべき穴がわからなくては、音楽になら
ない。
③必要な運指の掲示
課題として与えた楽曲を演奏するのに必要な音の
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運指の図を拡大して掲示するなどしたが、楽譜を見
ながら黒板に掲示されたものを見るという2段構え
のため、習得までに時間を要した。
④指導者による運指の実演
40人規模のクラス単位の授業において、教師が
アルトリコーダー運指の見本を実践しても、指の上
げ下げが離れた席から見ると理解しがたく、あまり
効果がなかった。ただし、リコーダーの音色の変化
やフレーズ、アーティキュレーションなど音楽的な
表現に関する指導は、教師による範奏が効果を発揮
した。
⑤新たな教材の作成
①から④までの方法では、生徒一人一人の演奏技
能レベルに格差が生じたため、新たな教材を作成す
ることにした。まず、リコーダーの運指を問うプリ
ントを用意した。この教材はリコーダーの絵に生徒
自身が塞ぐべき穴の部分に色を塗りつぶす方式を用
いたものである。生徒たちは色塗りを好んで実施し
たため、効果的であった。次に読譜と運指を関連付
けるため、楽譜に音名とリコーダー運指の奏法を生
徒自身が記入できる方式のワークシート教材を作成
した。これは全ての生徒に実施し、まず演奏の前に
ワークシートに記入させ、筆者が正誤を精査する。
正しく記入できた者から、リコーダーの練習に取り
掛かるというものである。このワークシートは生徒
たちに好評で、さらに教師としても評価の対象とし
て相応しいものであった。完成したワークシートを
見ながらアルトリコーダーの練習をすることで、技
能向上に成果が見られた。特に読譜に苦手意識を
持っており、さらにリコーダー演奏を回避しようと
していた男子生徒たちにとって、わかりやすい教材
であることが認められた。全く演奏できなかった生
徒たちが、このワークシート教材を使用することに
よって、課題曲を吹きこなすことができるように
なったのである。1曲仕上げることができると、自
信につながり、以降の学習意欲につなげることがで
きた。
5．演奏可能音域の拡大とサミングの技術向上
リコーダーで高い音域を奏する場合、0番の穴を
全て塞がずに少し開けるサミングという運指があ
る。裏の穴を左手の親指で塞ぐのだが、少々爪を立
てるようにして隙間を開けるのである。サミングの
技術は幅広い音域での演奏を実現するために不可欠
であるが、生徒たちには習得が非常に難しいもので
あった。サミングは運指表などで表記される際、半
分だけ開けるかのように思われがちなことが原因で
ある。
特にD音が最難関であった。D音（d2）の運指は
0番サミング、1番2番を塞ぐものであるが、生徒た
ちはどうしてもF#音（f#1）が出てしまうと言って、
筆者に「このリコーダー壊れています」「水滴が詰
まって音がおかしくなりました」などとと訴えに来
るのである。これは毎年恒例の光景であり、特に教
科書に掲載されている《威風堂々》を演奏する際に
頻出した。この現象は、リコーダーの故障ではなく、
サミングの奏法が正しく実施されていないことに由
来している。サミングの奏法指導では「少しだけ開
けましょう」「少し爪を立ててみましょう」などさ
まざまな指導を実施した。その結果、効果的な手段
が明らかになった。
セロハンテープを用意し、サミングで高音が適切
に演奏できる位置で0番の穴を塞ぐようにテープを
貼るのである。教師が見本を見せながらセロハン
テープを適切な位置に貼ることで、サミングの技能
向上に有効な効果を見ることができた。サミングが
うまくできることによって、D音のみならず、それ
以上の高音域も円滑に習得できるようになり、広い
音域を必要とするレパートリーを吹きこなせるよう
になる効果が見られた。
6．アクティブラーニングの有用性
アルトリコーダーの習得においては、個人差が顕
著であった。そのため、授業時間内に生徒の活動を
主体とするアクティブラーニングの時間を設けるこ
とが技能習得に効果を発揮することが明らかになっ
た。優れた技能を持つ生徒が苦手な生徒に教えるな
ど、技術の教えあいや、新たな運指の発見など、授
業ごとに目的を与えたうえで、グループに分かれて
活動を行うことが技能向上の相乗効果を生んだ。
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【写真4】　アルトリコーダーのアクティブラーニング
【写真4】はアルトリコーダー学習時のアクティ
ブラーニングの様子である。いくつかのパートに分
かれて合奏する楽曲の練習や、新しい楽曲への挑戦、
運指への探求など、授業時間内で生徒自身が考え、
自発的に学習する時間を設けた。ここでは生徒同士
がわからない箇所を教えあったり、一緒に演奏して
間違いがないか確認したりしながら、技能を向上さ
せていく効果が確認できた。
7．むすび
9年間にわたる筆者の教育研究の結果、中学生の
アルトリコーダー指導において、その根底となるの
は小学校時のソプラノリコーダー経験であることが
明らかとなった。ソプラノリコーダーとアルトリ
コーダーの相違点に抱く違和感がアルトリコーダー
への苦手意識の原因となっていた。特に楽器の大き
さの変化、ジャーマン式とバロック式運指の違いが
要因として顕著であった。教師は、アルトリコーダー
導入時に、生徒が興味を持てるようなアプローチ方
法と課題解決に創意工夫を凝らすことが重要であ
る。
リコーダー技能習得時に課題となる読譜と運指の
問題も、ピアノの効果的な活用と、適切なワークシー
トの作成により、解決することができた。苦手意識
をもつ生徒にとって、課題曲を一曲でも吹きこなす
ことができれば、自信につながり、それが以降の器
楽領域に対する学習意欲となることが明らかであ
る。また生徒が主体となって行うアクティブラーニ
ングも、リコーダーの技能習得に効果を発揮した。
今回の研究では中学生を対象としたアルトリコー
ダー指導法であったが、ここでの分析考察の成果は、
小学校におけるソプラノリコーダー指導にも応用が
可能である。
今後は、本研究で考案し、教育的成果を発揮した
ワークシートや教材を、広く教育現場で活用しても
らえるよう、さらなる改良を加え、子供たちが楽し
んで学習を進められるような合理的で応用可能なリ
コーダー速習教材として出版するなど、音楽教育に
貢献したいと考えている。
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